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京都市立藤城小学校で作製された地域安全マップ Ⓒ

も
う
す
ぐ
夏
休
み
。
家
族
で
出
か
け
る
機
会
も
増
え
、
出
先

で
は
つ
い
大
人
も
子
ど
も
も
気
持
ち
が
ゆ
る
み
が
ち
に
な
る

が
、犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
も
高
ま
り
注
意
が
必
要
だ
。

子
ど
も
を
守
る
た
め
に
、
親
は
日
ご
ろ
か
ら
ど
の
よ
う
な
点
に

気
を
つ
け
、
子
ど
も
に
伝
え
る
べ
き
か
。
子
ど
も
向
け
の
防
犯

対
策
「
地
域
安
全
マ
ッ
プ
」
を
考
案
し
、
地
域
の
安
全
や
犯
罪

予
防
を
研
究
す
る
立
正
大
学
の
小
宮
信
夫
教
授
（
犯
罪
学
）
に

聞
い
た
。

【
聞
き
手
・
賀
川
智
子
】

｜
｜
親
が
日
ご
ろ
か
ら
注
意

す
べ
き
点
は
。

◆
防
犯
の
た
め
に
注
目
す
べ

き
は「
人
」で
は
な
く
「
景
色
」

で
す
。
小
学
生
以
下
の
子
の
８

割
ほ
ど
は
犯
罪
者
に
だ
ま
さ
れ

て
つ
い
て
行
っ
て
し
ま
う
と
い

う
デ
ー
タ
も
あ
り
、
「
危
な
い

人
に
気
を
つ
け
て
」
と
言
っ
て

も
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
全

と
危
険
を
識
別
す
る
能
力
の
こ

と
を「
景
色
解
読
力
」と
言
い
、

こ
の
力
を
子
ど
も
に
身
に
つ
け

さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

｜
｜
具
体
的
に
は
ど
ん
な
場

所
が
危
な
い
か
。

◆
「
入
り
や
す
く
、
見
え
に

く
い
」
場
所
で
す
。
専
門
的
に

は
「
領
域
性
が
低
い
と
こ
ろ
」

と
「
監
視
性
が
低
い
と
こ
ろ
」

を
言
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
有
無
。
過
去
の
誘

拐
事
件
は
ほ
ぼ
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
な
い
場
所
で
起
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、
周
囲
に
た
く
さ
ん

家
が
あ
っ
て
、
家
の
窓
が
よ
く

見
え
る
道
路
で
は
犯
罪
は
起
き

に
く
い
で
す
。
普
段
か
ら
子
ど

も
と
歩
き
な
が
ら
「
こ
こ
は
危

な
い
？

安
全
？
」
と
確
認
す

る
の
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

｜
｜
夏
休
み
は
子
ど
も
だ
け

で
行
動
す
る
機
会
も
あ
り
ま

す
。

◆
旅
先
で
子
ど
も
だ
け
で
遊

ば
せ
る
場
合
は
、
必
ず
親
の
視

界
か
ら
消
え
な
い
範
囲
内
で
。

子
ど
も
だ
け
で
留
守
番
の
場
合

は
、
電
話
・
宅
配
に
応
対
し
な

い
、
人
を
家
の
中
に
入
れ
な
い

の
が
基
本
で
す
。
子
ど
も
だ
け

で
出
か
け
る
場
合
も
、
複
数
行

動
を
徹
底
す
る
こ
と
。
基
本
的

に
犯
罪
者
は
単
独
行
動
の
子
を

狙
い
ま
す
。
ト
イ
レ
や
コ
ン
ビ

ニ
な
ど
も
一
人
で
は
な
く
必
ず

複
数
で
行
動
す
る
よ
う
声
か
け

し
ま
し
ょ
う
。

｜
｜
「
地
域
安
全
マ
ッ
プ
」

と
は
。

◆
子
ど
も
の「
景
色
解
読
力
」

を
高
め
る
た
め
に
、
子
ど
も
が

実
際
に
地
域
を
歩
い
て
危
な
い

か
安
全
か
を
撮
影
し
、
写
真
を

説
明
文
と
一
緒
に
模
造
紙
に
貼

っ
た
手
作
り
地
図
の
こ
と
で

す
。
今
年
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
版

も
始
ま
り
、
全
国
の
小
学
校
で

防
犯
知
識
を
高
め
る
ツ
ー
ル
と

し
て
広
が
っ
て
い
ま
す
。
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犯罪や災害、事

故などから子ども

たちやお年寄りら

を守り「だいじょ

うぶ？」と声をか

け合える社会を目

指す運動で、2007

年に始まった。ロ

ゴマークは「行政」

「企業・団体」「市民」の三つのリングをかたど

り「安心・安全の輪を大きくしていきたい」との

願いをこめている。各地で「地域安全ＭＡＰ教室」

を開くなど、防犯、防災、交通安全の三つを柱に、

事業、イベントを展開している。

声かけ合える社会目指し

夏休み親子で防犯

立正大教授小宮信夫氏

‖
川
上
克
己
撮
影

風
景
に
潜
む「
危
険
」読
み
解
い
て
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オンラインで「地域安全ＭＡＰ教室」に参加した児童たち

‖北海道苫小牧市立拓進小で６月22日、原岡和歌子撮影

電動アシスト機能付き

幼児２人同乗用自転車

「知識と体感」備えを

幼
児
２
人
を
乗
せ
ら
れ
る
電
動
ア
シ

ス
ト
付
き
自
転
車

子
ど
も
の
送
迎
な
ど
で
人
気

の
電
動
ア
シ
ス
ト
機
能
付
き
幼

児
２
人
同
乗
用
自
転
車
だ
が
、

近
年
は
転
倒
な
ど
に
よ
る
事
故

も
相
次
い
で
い
る
。
ど
ん
な
点

に
注
意
す
べ
き
か
、
一
般
社
団

法
人
「
自
転
車
協
会
」
に
聞
い

た
。同

協
会
に
よ
る
と
、
自
転
車

は
道
路
交
通
法
上
は
軽
車
両
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
車
道

通
行
が
原
則
だ
が
、
自
転
車
通

行
可
の
標
識
が
あ
る
場
合
な
ど

は
歩
道
の
走
行
も
可
能
だ
。
警

察
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）

に
は
車
道
の
左
側
通
行
や
子
ど

も
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
義
務
な

ど
、
特
に
守
る
べ
き
重
要
な
規

則
「
自
転
車
安
全
利
用
五
則
」

を
公
開
し
て
お
り
、
確
認
し
て

ほ
し
い
と
い
う
。
更
に
、
使
用

す
る
自
転
車
は
、
安
全
・
安
心

に
走
行
で
き
る
よ
う
厳
し
い
検

査
を
ク
リ
ア
し
た
「
Ｂ
Ａ
Ａ
」

マ
ー
ク
付
き
を
推
奨
す
る
。

子
ど
も
を
乗
せ
る
際
に
は
、

「
知
識
と
体
感
」
両
方
の
準
備

が
必
須
だ
。
説
明
書
を
よ
く
読

み
、
乗
せ
る
場
所
と
体
重
を
確

認
し
、
安
全
な
場
所
で
練
習
す

る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。
電

源
を
入
れ
る
際
に
は
足
を
地
面

に
つ
け
、
段
差
が
あ
る
場
所
は

一
度
降
り
る
。
ブ
レ
ー
キ
な
ど

乗
車
前
の
点
検
も
欠
か
せ
な

い
。
担
当
者
は
「
大
切
な
命
を

預
け
る
も
の
な
の
で
、
安
全
に

快
適
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た

い
｣
と
話
す

【
賀
川
智
子
】

「
入
り
や
す
く
、見
え
に
く
い
」に
注
意

身
近
に
ひ
そ
む
危
険
な
場
所

を
学
ぶ
「
東
京
海
上
日
動
プ
レ

ゼ
ン
ツ

地
域
安
全
Ｍ
Ａ
Ｐ
教

室
」
（
主
催
・
「
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員

会
、
協
賛
・
東
京
海
上
日
動
火

災
保
険
）
が
６
月
、
北
海
道
苫

小
牧
市
立
拓
進
小
と
京
都
市
立

藤
城
小
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
か

れ
た
。
総
合
学
習
の
授
業
を
使

い
、
立
正
大
の
小
宮
信
夫
教
授

が
講
師
を
務
め
た
。
小
宮
教
授

が
考
案
し
た
地
域
安
全
マ
ッ

プ
は「
犯
罪
者
が
入
り
や
す
く
、

周
囲
か
ら
見
え
に
く
い
場
所
」

を
自
分
た
ち
で
探
す
こ
と
で

危
険
察
知
能
力
の
向
上
を
図

る
。授

業
の
前
半
で
は
主
に
２
枚

の
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
比
較

し
、
ど
ち
ら
が
危
険
な
場
所
か

を
当
て
る
ク
イ
ズ
を
実
施
し

た
。
児
童
た
ち
は
理
由
を
考
え

な
が
ら
「
犯
罪
者
が
入
り
や
す

く
、
周
囲
か
ら
見
え
に
く
い
場

所
」に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

例
え
ば
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
設

置
さ
れ
て
い
る
道
路
は
車
で
誘

拐
さ
れ
に
く
い
な
ど
、
児
童
た

ち
は
具
体
的
な
景
色
の
事
例
を

い
く
つ
か
確
認
し
な
が
ら
、
安

全
な
場
所
と
危
険
な
場
所
の
違

い
を
学
ん
だ
。

後
半
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
て
、
実
際
の
学
校
周

辺
の
写
真
を
見
て
５
カ
所
ほ
ど

調
べ
た
。「
入
り
や
す
く
」
「
見

え
に
く
い
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

児
童
た
ち
も
一
緒
に
考
え
、
と

き
に
は
周
囲
に
相
談
し
な
が

ら
、自
分
の
意
見
を
発
表
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
効
用
で
空

か
ら
見
た
景
色
も
確
認
で
き
、

公
園
な
ど
の
遊
び
場
所
や
学
校

の
周
囲
を
広
範
囲
に
調
べ
る
こ

と
が
で
き
た
。

授
業
と
同
時
進
行
で
、
拓
進

小
で
は
地
域
安
全
マ
ッ
プ
協
会

副
理
事
長
の
中
尾
清
香
さ
ん
と

理
事
の
張
間
美
樹
さ
ん
、
藤
城

小
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
ク
ス
プ

ロ
ー
ラ
ー
北
海
道
代
表
理
事
の

佐
藤
一
美
さ
ん
が
児
童
た
ち
の

発
言
や
小
宮
教
授
の
コ
メ
ン
ト

を
反
映
し
た
学
校
周
辺
の
地
域

安
全
マ
ッ
プ
を
作
製
し
た
。
授

業
の
最
後
に
児
童
た
ち
へ
披
露

す
る
と
、
教
室
内
が
歓
声
に
沸

い
た
。

小
宮
教
授
は
、
危
険
な
場
所

が
わ
か
っ
た
ら
、
「
行
か
な
い

・
近
づ
か
な
い
」
「
一
人
で
は

行
か
な
い
、一
人
に
な
ら
な
い
」

「
さ
そ
わ
れ
て
も
、
た
の
ま
れ

て
も
こ
と
わ
る
」
の
三
つ
の
大

事
な
こ
と
を
語
り
、
授
業
を
締

め
く
く
っ
た
。

【
原
岡
和
歌
子
、
吉
川
浩
史
】

地
域
安
全
Ｍ
Ａ
Ｐ
教
室
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